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1. はじめに 
遷移金属酸化物 BaV10O15について、軌道整列、

電荷整列、幾何学的フラストレーションによる物

性の研究が進んでいる。本研究では BaV10O15に類

似した系で、構造は知られているが、その物性に

ついてあまり知られていない BaV13O18について、

多結晶試料を作製して測定を行い、この系におけ

る物理現象を解明していく。 
 

2. 実験方法 
作製した試料は BaV13O18とそれに Cr をドープ
した BaV12CrO18である。BaCO3、V2O3、V 及び
Cr2O3（Cr ドープの場合）を化学量論比で混合し
た後、棒状に形成し、FZ装置を用いて高温で固相
反応法により焼結する。作製条件は Ar+H2(H2:7%)
混合ガス還元雰囲気中、焦点の移動速度 0.8mm/h
×20h。作製した試料は粉末 X 線回折測定、電気
抵抗率、磁化測定を行った。 

 
3. 実験結果及び考察 
図 1に BaV13O18の電気抵抗率と磁化率を示す。

210K付近での抵抗率の上昇、磁化率の急激な減少
（図 2）を見出した。この異常は BaV10O15の 130K
付近の異常と類似しており電荷／軌道整列を示唆

する。同じ条件で試料を作製すると試料依存性が

あり（図 3）、転移温度が高い方が化学量論比に近
い良い試料と思われる。抵抗率は温度低下に伴い

増加し、低温で発散しないことから、試料は半導

体と考えられる。BaV12CrO18 では、ドープした

Crにより電荷／軌道整列が抑制されてT=210Kの
転移が消えたほか、T=130K において磁化率の異
常が現れ、磁性相転移の存在が示唆される（図 4）。

図 3 BaV13O18の試料依存性比較 

図 4 BaV12CrO18の転移点付近の磁化率 
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図 1 BaV13O18の抵抗率と磁化率 
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図 2 BaV13O18の転移点における抵抗率と磁化率




